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１． 日田天領まつり西国筋郡代着任行列
２． 新年ごあいさつ
３． 商工祭、LINE公式アカウント
４． 法律相談、定例無料相談
５． 検定、会員入会のご案内
６． 掲示板、小規模企業共済、 

倒産防止共済、中小企業退職金共済
７． 考動する商工会議所、 

女性会・青年部
８．確定申告相談のお知らせ2025年1月1日NO.366

【 日田天領まつり
　　　 西国筋郡代着任行列  】
　11月10日（日）に、第45回日田天領まつりのメインイベント
である西国筋郡代着任行列が開催されました。昨年4年ぶりに
開催され、大いに賑わった時代行列ですが、今年は生憎の天
候となり、残念ながら往路のみの開催となりました。
　商工会議所の議員、女性会や青年部のメンバーに加え、
高校生のボランティア等も参加し、雨天の中でも沿道のお客様
からの声援を受けながら豆田地区から咸宜園跡までを中心に
練り歩き、街並みを彩りました。
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二
〇
二
五
年
　
元
旦

日
田
商
工
会
議
所

会
　
頭
　
十
　
時
　
康
　
裕

副
会
頭
　
瀬
　
戸
　
亨
一
郎

　
〃
　
　
河
　
津
　
龍
　
治

他
議
員
・
職
員
一
同

日
田
商
工
会
議
所
女
性
会

会
　
長
　
佐
　
竹
　
邦
　
恵

副
会
長
　
河
　
津
　
純
　
子

　
〃
　
　
足
　
立
　
ひ
と
み

　
〃
　
　
福
　
島
　
公
　
子

他
会
員
一
同

日
田
商
工
会
議
所
青
年
部

会
　
長
　
門
　
田
　
康
　
弘

直
前
会
長
　
岩
　
木
　
淳
　
二

副
会
長
　
河
　
津
　
賢
太
郎

他
会
員
一
同

　
皆
さ
ん
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
能

登
半
島
地
震
や
記
録
的
な
猛
暑
、

闇
バ
イ
ト
問
題
な
ど
の
災
害
や
事

件
の
多
い
年
で
し
た
が
、
パ
リ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
人
選
手
の
活
躍

や
、
大
谷
翔
平
選
手
の
史
上
初
の

54
本
塁
打
・
59
盗
塁（
50

－

50
）

達
成
な
ど
明
る
い
話
題
の
多
い
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
穏
や

か
な
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　
日
田
商
工
会
議
所
は
今
年
も
職

員
一
同
、
事
業
所
の
皆
さ
ん
を
全

力
で
ご
支
援
い
た
し
ま
す
。

1
経
営
支
援
の
充
実

● 

マ
ー
ケ
ッ
ト

　
今
、
日
田
市
の
人
口
は
減
少
傾

向
と
な
っ
て
お
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

縮
小
し
て
お
り
ま
す
。
現
状
維
持

で
は
売
上
が
減
少
し
ま
す
の
で
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
広
く
捉
え
て
販
路

開
拓
に
努
め
、
売
上
・
利
益
の
拡

大
を
図
る
事
が
大
切
で
す
。
販
売

エ
リ
ア
を
日
田
市
外
に
広
げ
る
、

ネ
ッ
ト
や
通
販
な
ど
を
活
用
し
て

販
路
を
広
げ
る
な
ど
の
必
要
が
あ

り
ま
す
。
会
議
所
が
販
路
拡
大
の

お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

● 

伴
走
型
経
営
支
援

　
会
議
所
の
職
員
は
、
事
業
者
の

方
に
寄
り
添
っ
て
経
営
計
画
の
策

定
や
新
商
品
開
発
な
ど
の
支
援
を

い
た
し
ま
す
。ど
な
た
で
も
遠
慮
な

く
ご
相
談
に
お
越
し
下
さ
い
。

● 

人
材
不
足
支
援

　
市
内
の
高
校
を
卒
業
す
る
生
徒

さ
ん
や
市
内
で
就
職
を
希
望
す
る

方
に
向
け
て
、
「
日
田
就
職
ガ
イ

ド
」
を
作
成
し
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ

で
市
内
の
掲
載
企
業
の
概
要
を
視

聴
で
き
ま
す
。
就
職
ガ
イ
ド
に
掲

載
希
望
の
事
業
所
の
方
は
会
議
所

ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

2
交
流
人
口
の
拡
大

　
昨
今
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅

行
者
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
個
人

で
旅
行
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方

も
多
く
、
個
人
旅
行
者
の
対
応
も

必
要
で
す
。
こ
の
流
れ
の
恩
恵
を

受
け
る
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対

応
し
た
言
語
や
案
内
、
商
品
の
対

策
が
必
要
で
す
。
会
議
所
で
は
、

市
内
の
観
光
案
内
板
に
２
次
元

コ
ー
ド
を
設
置
し
て
、
日
田
市
の

観
光
案
内
が
ス
マ
ホ
で
見
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、日
田
バ
ス

と
の
提
携
に
よ
り
、
高
速
バ
ス
の
客

席
に
2
次
元
コ
ー
ド
を
設
置
し

て
、
観
光
客
へ
の
情
報
提
供
を
推

進
い
た
し
ま
す
。

3
Ｄ
Ｘ
化
、
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
と

　 事
業
承
継
支
援

　
昨
年
は
A
I
の
進
歩
な
ど
に
よ

り
、
世
の
中
の
I
T
化
が
さ
ら
に

進
み
ま
し
た
。
経
営
に
も
I
T
を

導
入
し
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
I
T
化
を
進
め
る
に

は
若
い
人
の
感
性
が
必
要
で
す
。

経
営
に
若
い
人
の
力
を
入
れ
る
事

が
大
切
で
す
。
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
新

た
な
価
値
の
創
造
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
な
ど
を
推
進
す
る
と
共
に
、

次
世
代
へ
の
事
業
承
継
も
お
手
伝

い
い
た
し
ま
す
。

4
済
生
会
日
田
病
院
な
ど
、

　 市
民
問
題
解
決
の
応
援

● 

済
生
会
日
田
病
院
の
支
援

　
済
生
会
日
田
病
院
は
日
田
市
の

中
核
病
院
と
し
て
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
公
的
病

院
と
し
て
の
役
割
を
担
う
た
め
、

「
災
害
拠
点
病
院
」「
感
染
症
指
定

医
療
機
関
」
等
の
不
採
算
部
門
を

多
く
抱
え
る
状
況
と
な
り
、
赤
字

運
営
に
陥
り
経
営
上
の
困
難
を
抱

え
て
い
ま
す
。
済
生
会
日
田
病
院

は
当
初
、
市
民
運
動
で
日
田
に
誘

致
い
た
し
ま
し
た
。当
初
は
行
政
の

支
援
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
公
的
な
支
援
は
縮
小

さ
れ
運
営
が
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
済
生
会
日
田
病
院
が

無
く
な
っ
た
ら
市
民
の
健
康
的
な

生
活
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
に
な

り
ま
す
。
済
生
会
日
田
病
院
が
公

的
な
支
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
会
議

所
も
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

● 

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入

　
現
在
、
タ
ク
シ
ー
の
運
行
台
数

が
減
少
し
て
、タ
ク
シ
ー
が
直
ぐ
に

手
配
で
き
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
過
疎
化
が
進
む
中
で
、
お

年
寄
り
や
旧
郡
部
の
方
々
は
病
院

へ
の
通
院
や
買
い
物
な
ど
困
難
な

状
況
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
も
検

討
し
て
、
近
所
の
人
が
送
り
迎
え

を
出
来
る
よ
う
に
し
た
ら
便
利
が

良
い
か
と
思
い
ま
す
。

● 

水
環
境
改
善

　
三
隈
川
の
水
質
が
以
前
よ
り
悪

化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、水

質
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の「
水
郷

ひ
た
再
生
委
員
会
」
で
は
関
係
各

所
へ
改
善
の
要
望
を
提
出
、
会
議

所
も
一
緒
に
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
九
州
電
力
で
は
松
原

ダ
ム
の
揚
水
発
電
や
治
水
機
能
の

増
強
、
河
川
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
会
議
所
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
発
電
と
環
境
の
両
面
か
ら

市
民
の
皆
様
の
生
活
環
境
の
改
善

に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
日
田
商
工
会
議
所
は
事

業
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と

な
っ
て
、
市
内
経
済
活
性
化
の
為
、

職
員
一
同
全
力
投
球
い
た
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
遠
慮
な
く
会
議

所
を
ど
ん
ど
ん
ご
利
用
下
さ
い
。

新年御挨拶新年御挨拶

日
田
商
工
会
議
所

　会
頭

十
時

　康
裕

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
広
く
と
ら
え
よ
う

今
年
の
活
動
方
針
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去
る
11
月
22
日
、
パ
ト
リ
ア
日

田
に
て
商
工
祭
が
開
催
さ
れ
、
永

年
勤
続
従
業
員
２
３
２
名
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
表
彰
式
の
後
に
は「
日

田
が
誇
る
地
元
の
特
産
品
」が
当

た
る
く
じ
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
式

典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
な
お
、
30
年
以
上
の
被
表
彰
者

は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

《 

50 

年
の
部 

》　
１ 

名

梶
原
佳
世
子
　
青
栁
イ
ン
テ
リ
ア
㈱

《 

45 

年
の
部 

》　
４ 

名

後
藤
　
秀
美
　
河
津
建
設
㈱

坂
本
　
尚
義
　
㈱
川
浪
組

秋
月
　
善
幸
　
池
部
土
木
㈱

中
野
　
弘
二
　
不
二
水
道
㈱

《 

40 

年
の
部 

》　
８ 

名

矢
羽
多
　
哲
　
㈱
ト
ー
ケ
イ

梅
崎
　
　
忠
　
㈱
想
夫
恋

菅
田
　
政
彦
　
㈱
合
谷
産
業
運
輸

佐
藤
　
直
美
　
㈱
ア
サ
ヒ
サ
ー
ビ
ス

中
島
　
照
美
　
青
栁
イ
ン
テ
リ
ア
㈱

川
邊
健
一
郎
　
三
隈
工
業
㈱

阿
部
　
善
宏
　
㈱
Ｎ
Ｂ
Ｓ
ロ
ジ
ソ
ル

江
田
　
智
宏
　
㈱
日
田
中
央
木
材
市
場

《 

35 

年
の
部 

》　
14   

名

鎗
光
　
勝
則
　
㈱
川
浪
組

那
須
信
一
郎
　
㈱
川
浪
組

杉
山
　
　
潔
　
山
西
自
動
車
㈱

髙
瀬
　
竜
司
　
㈱
想
夫
恋

吉
田
ハ
ツ
ミ
　
川
原
興
業
㈱

髙
倉
　
智
大
　
㈱
ア
サ
ヒ

西
田
　
幸
子
　
㈱
ア
サ
ヒ

鬼
倉
　
伸
一
　
㈱
公
益
社

矢
羽
田
美
智
弘
　
小
山
フ
ェ
ン
ス
㈱

柿
本
　
勝
生
　
九
州
電
工
㈱

佐
藤
　
　
郁
　
九
州
電
工
㈱

梶
原
　
治
利
　
青
栁
イ
ン
テ
リ
ア
㈱

武
内
　
裕
児
　
㈱
日
田
中
央
木
材
市
場

横
尾
　
　
守
　
㈱
下
徳
産
業

《 

30 

年
の
部 

》　
16   

名

河
津
　
光
雄
　
日
野
建
設
㈲

杉
野
正
太
郎
　
㈱
朝
日
木
工

千
原
　
和
彦
　
㈱
朝
日
木
工

梶
原
　
恵
一
　
㈱
ト
ラ
イ
・
ウ
ッ
ド

穴
井
　
貴
司
　
松
永
電
業

梅
野
　
貴
典
　
㈱
日
田
ビ
ル
管
理
セ
ン
タ
ー

佐
藤
　
哲
志
　
日
田
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
㈿

木
村
　
　
清
　
㈲
カ
ネ
サ
ダ
横
尾
木
工
所

高
瀬
　
誠
司
　
㈱
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
産
業

水
城
　
豊
隆
　
㈱
日
田
観
光
タ
ク
シ
ー

後
藤
　
信
行
　
㈱
日
田
観
光
タ
ク
シ
ー

後
藤
　
浩
二
　
㈱
日
田
中
央
木
材
市
場

梶
原
　
　
剛
　
㈱
日
田
十
条

春
口
　
国
博
　
日
田
商
工
会
議
所

諌
山
　
貴
広
　
不
二
水
道
㈱

古
　
征
次
郎
　
㈱
下
徳
産
業

（　 　 　 　）〒877－0016　大分県日田市三本松2丁目2－16　日田商工会議所3F
TEL：0973－24－7150　FAX：0973－22－8265

一般社団法人 日田青年会議所

2025年度新役員2025年度
一般社団法人 日田青年会議所スローガン

2025HITA

（　 　 　 　）ハ セ ベ 水 道

（　 　 　 　）総 合 美 建
（　 　 　 　）いけ田緑康園

（　 　 　 　）シンエイ調剤薬局
（　 　 　 　）木 村 組
（　 　 　 　）クンチョウ酒造

（　 　 　 　）

㈲
㈱

㈱
㈱

㈱
㈱

㈱
㈱ 渡 辺 工 務 店
伊 藤 不 動 産

冨安大二郎

後藤　浩介

渡辺　隆太
伊藤　干樹

古城　稔久
上原　　章

木村　友希

池田　大輔
理 事 長
直前理事長
副 理 事 長

〃
〃

室　　　長
〃

専 務 理 事

令
和
6
年
度
商
工
祭
を
開
催

令
和
6
年
度
商
工
祭
を
開
催

〜
被
表
彰
者
の
み
な
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

〜
被
表
彰
者
の
み
な
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

謝辞を述べる不二水道㈱の中野弘二さん

LINE ID
＠995vibxy

日田商工会議所
LINE公式アカウント

ID検索はこちら➡

開設しました!
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田
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他
会
員
一
同

　
皆
さ
ん
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
能

登
半
島
地
震
や
記
録
的
な
猛
暑
、

闇
バ
イ
ト
問
題
な
ど
の
災
害
や
事

件
の
多
い
年
で
し
た
が
、
パ
リ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
人
選
手
の
活
躍

や
、
大
谷
翔
平
選
手
の
史
上
初
の

54
本
塁
打
・
59
盗
塁（
50

－

50
）

達
成
な
ど
明
る
い
話
題
の
多
い
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
穏
や

か
な
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　
日
田
商
工
会
議
所
は
今
年
も
職

員
一
同
、
事
業
所
の
皆
さ
ん
を
全

力
で
ご
支
援
い
た
し
ま
す
。

1
経
営
支
援
の
充
実

● 

マ
ー
ケ
ッ
ト

　
今
、
日
田
市
の
人
口
は
減
少
傾

向
と
な
っ
て
お
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

縮
小
し
て
お
り
ま
す
。
現
状
維
持

で
は
売
上
が
減
少
し
ま
す
の
で
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
広
く
捉
え
て
販
路

開
拓
に
努
め
、
売
上
・
利
益
の
拡

大
を
図
る
事
が
大
切
で
す
。
販
売

エ
リ
ア
を
日
田
市
外
に
広
げ
る
、

ネ
ッ
ト
や
通
販
な
ど
を
活
用
し
て

販
路
を
広
げ
る
な
ど
の
必
要
が
あ

り
ま
す
。
会
議
所
が
販
路
拡
大
の

お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

● 

伴
走
型
経
営
支
援

　
会
議
所
の
職
員
は
、
事
業
者
の

方
に
寄
り
添
っ
て
経
営
計
画
の
策

定
や
新
商
品
開
発
な
ど
の
支
援
を

い
た
し
ま
す
。ど
な
た
で
も
遠
慮
な

く
ご
相
談
に
お
越
し
下
さ
い
。

● 

人
材
不
足
支
援

　
市
内
の
高
校
を
卒
業
す
る
生
徒

さ
ん
や
市
内
で
就
職
を
希
望
す
る

方
に
向
け
て
、
「
日
田
就
職
ガ
イ

ド
」
を
作
成
し
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ

で
市
内
の
掲
載
企
業
の
概
要
を
視

聴
で
き
ま
す
。
就
職
ガ
イ
ド
に
掲

載
希
望
の
事
業
所
の
方
は
会
議
所

ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

2
交
流
人
口
の
拡
大

　
昨
今
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅

行
者
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
個
人

で
旅
行
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方

も
多
く
、
個
人
旅
行
者
の
対
応
も

必
要
で
す
。
こ
の
流
れ
の
恩
恵
を

受
け
る
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対

応
し
た
言
語
や
案
内
、
商
品
の
対

策
が
必
要
で
す
。
会
議
所
で
は
、

市
内
の
観
光
案
内
板
に
２
次
元

コ
ー
ド
を
設
置
し
て
、
日
田
市
の

観
光
案
内
が
ス
マ
ホ
で
見
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、日
田
バ
ス

と
の
提
携
に
よ
り
、
高
速
バ
ス
の
客

席
に
2
次
元
コ
ー
ド
を
設
置
し

て
、
観
光
客
へ
の
情
報
提
供
を
推

進
い
た
し
ま
す
。

3
Ｄ
Ｘ
化
、
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
と

　 事
業
承
継
支
援

　
昨
年
は
A
I
の
進
歩
な
ど
に
よ

り
、
世
の
中
の
I
T
化
が
さ
ら
に

進
み
ま
し
た
。
経
営
に
も
I
T
を

導
入
し
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
I
T
化
を
進
め
る
に

は
若
い
人
の
感
性
が
必
要
で
す
。

経
営
に
若
い
人
の
力
を
入
れ
る
事

が
大
切
で
す
。
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
新

た
な
価
値
の
創
造
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
な
ど
を
推
進
す
る
と
共
に
、

次
世
代
へ
の
事
業
承
継
も
お
手
伝

い
い
た
し
ま
す
。

4
済
生
会
日
田
病
院
な
ど
、

　 市
民
問
題
解
決
の
応
援

● 

済
生
会
日
田
病
院
の
支
援

　
済
生
会
日
田
病
院
は
日
田
市
の

中
核
病
院
と
し
て
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
公
的
病

院
と
し
て
の
役
割
を
担
う
た
め
、

「
災
害
拠
点
病
院
」「
感
染
症
指
定

医
療
機
関
」
等
の
不
採
算
部
門
を

多
く
抱
え
る
状
況
と
な
り
、
赤
字

運
営
に
陥
り
経
営
上
の
困
難
を
抱

え
て
い
ま
す
。
済
生
会
日
田
病
院

は
当
初
、
市
民
運
動
で
日
田
に
誘

致
い
た
し
ま
し
た
。当
初
は
行
政
の

支
援
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
公
的
な
支
援
は
縮
小

さ
れ
運
営
が
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
済
生
会
日
田
病
院
が

無
く
な
っ
た
ら
市
民
の
健
康
的
な

生
活
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
に
な

り
ま
す
。
済
生
会
日
田
病
院
が
公

的
な
支
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
会
議

所
も
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

● 

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入

　
現
在
、
タ
ク
シ
ー
の
運
行
台
数

が
減
少
し
て
、タ
ク
シ
ー
が
直
ぐ
に

手
配
で
き
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
過
疎
化
が
進
む
中
で
、
お

年
寄
り
や
旧
郡
部
の
方
々
は
病
院

へ
の
通
院
や
買
い
物
な
ど
困
難
な

状
況
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
も
検

討
し
て
、
近
所
の
人
が
送
り
迎
え

を
出
来
る
よ
う
に
し
た
ら
便
利
が

良
い
か
と
思
い
ま
す
。

● 

水
環
境
改
善

　
三
隈
川
の
水
質
が
以
前
よ
り
悪

化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、水

質
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の「
水
郷

ひ
た
再
生
委
員
会
」
で
は
関
係
各

所
へ
改
善
の
要
望
を
提
出
、
会
議

所
も
一
緒
に
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
九
州
電
力
で
は
松
原

ダ
ム
の
揚
水
発
電
や
治
水
機
能
の

増
強
、
河
川
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
会
議
所
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
発
電
と
環
境
の
両
面
か
ら

市
民
の
皆
様
の
生
活
環
境
の
改
善

に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
日
田
商
工
会
議
所
は
事

業
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と

な
っ
て
、
市
内
経
済
活
性
化
の
為
、

職
員
一
同
全
力
投
球
い
た
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
遠
慮
な
く
会
議

所
を
ど
ん
ど
ん
ご
利
用
下
さ
い
。

新年御挨拶新年御挨拶

日
田
商
工
会
議
所

　会
頭

十
時

　康
裕

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
広
く
と
ら
え
よ
う

今
年
の
活
動
方
針
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去
る
11
月
22
日
、
パ
ト
リ
ア
日

田
に
て
商
工
祭
が
開
催
さ
れ
、
永

年
勤
続
従
業
員
２
３
２
名
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
表
彰
式
の
後
に
は「
日

田
が
誇
る
地
元
の
特
産
品
」が
当

た
る
く
じ
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
式

典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
な
お
、
30
年
以
上
の
被
表
彰
者

は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

《 

50 

年
の
部 

》　
１ 

名

梶
原
佳
世
子
　
青
栁
イ
ン
テ
リ
ア
㈱

《 

45 

年
の
部 

》　
４ 

名

後
藤
　
秀
美
　
河
津
建
設
㈱

坂
本
　
尚
義
　
㈱
川
浪
組

秋
月
　
善
幸
　
池
部
土
木
㈱

中
野
　
弘
二
　
不
二
水
道
㈱

《 

40 

年
の
部 

》　
８ 

名

矢
羽
多
　
哲
　
㈱
ト
ー
ケ
イ

梅
崎
　
　
忠
　
㈱
想
夫
恋

菅
田
　
政
彦
　
㈱
合
谷
産
業
運
輸

佐
藤
　
直
美
　
㈱
ア
サ
ヒ
サ
ー
ビ
ス

中
島
　
照
美
　
青
栁
イ
ン
テ
リ
ア
㈱

川
邊
健
一
郎
　
三
隈
工
業
㈱

阿
部
　
善
宏
　
㈱
Ｎ
Ｂ
Ｓ
ロ
ジ
ソ
ル

江
田
　
智
宏
　
㈱
日
田
中
央
木
材
市
場

《 

35 

年
の
部 

》　
14   

名

鎗
光
　
勝
則
　
㈱
川
浪
組

那
須
信
一
郎
　
㈱
川
浪
組

杉
山
　
　
潔
　
山
西
自
動
車
㈱

髙
瀬
　
竜
司
　
㈱
想
夫
恋

吉
田
ハ
ツ
ミ
　
川
原
興
業
㈱

髙
倉
　
智
大
　
㈱
ア
サ
ヒ

西
田
　
幸
子
　
㈱
ア
サ
ヒ

鬼
倉
　
伸
一
　
㈱
公
益
社

矢
羽
田
美
智
弘
　
小
山
フ
ェ
ン
ス
㈱

柿
本
　
勝
生
　
九
州
電
工
㈱

佐
藤
　
　
郁
　
九
州
電
工
㈱

梶
原
　
治
利
　
青
栁
イ
ン
テ
リ
ア
㈱

武
内
　
裕
児
　
㈱
日
田
中
央
木
材
市
場

横
尾
　
　
守
　
㈱
下
徳
産
業

《 

30 

年
の
部 

》　
16   

名

河
津
　
光
雄
　
日
野
建
設
㈲

杉
野
正
太
郎
　
㈱
朝
日
木
工

千
原
　
和
彦
　
㈱
朝
日
木
工

梶
原
　
恵
一
　
㈱
ト
ラ
イ
・
ウ
ッ
ド

穴
井
　
貴
司
　
松
永
電
業

梅
野
　
貴
典
　
㈱
日
田
ビ
ル
管
理
セ
ン
タ
ー

佐
藤
　
哲
志
　
日
田
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
㈿

木
村
　
　
清
　
㈲
カ
ネ
サ
ダ
横
尾
木
工
所

高
瀬
　
誠
司
　
㈱
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
産
業

水
城
　
豊
隆
　
㈱
日
田
観
光
タ
ク
シ
ー

後
藤
　
信
行
　
㈱
日
田
観
光
タ
ク
シ
ー

後
藤
　
浩
二
　
㈱
日
田
中
央
木
材
市
場

梶
原
　
　
剛
　
㈱
日
田
十
条

春
口
　
国
博
　
日
田
商
工
会
議
所

諌
山
　
貴
広
　
不
二
水
道
㈱

古
　
征
次
郎
　
㈱
下
徳
産
業
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〜
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我
が
国
の
現
在
の
平
均
寿
命
は
男

性
81
歳
、
女
性
87
歳
で
す
。
し
か
し
、

現
在
75
歳
の
人
が
こ
れ
か
ら
何
年
生

き
る
か
と
い
う
平
均
余
命
で
は
男
性

12
・
13
歳
、
女
性
15
・
74
歳
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
１
０
０
歳
の
人

が
珍
し
く
な
い
時
代
に
な
り
ま
す
。
医

学
的
に
人
間
は
１
２
０
歳
ま
で
は
長

寿
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
人
口
減
と
は
反
対
に
ま
す
ま

す
高
齢
化
社
会
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
今
後
、
長
寿
社
会
と

な
っ
て
い
っ
た
場
合
に
、
夫
婦
の
関
係

も
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
当
然
予
想
さ

れ
ま
す
。
今
で
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少

数
者
）等
が
あ
り
ま
す
が
、
婚
姻
届
け

を
し
な
い
結
婚（
事
実
婚
）や
、
戸
籍

上
で
は
夫
婦
で
あ
る
も
の
の
事
実
上
離

婚
し
て
い
る
場
合（
一
部
の
学
者
は

「
外
縁
」と
い
い
ま
す
）な
ど
の
夫
婦
が

増
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
夫
婦
の
問
題
は
婚
姻
届
け
を
し
た

「
法
律
婚
」の
夫
婦
を
基
本
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
法

律
の
定
め
る
婚
姻
と
離
婚
の
ル
ー
ル
が

適
用
さ
れ
る
の
か
否
か
が
問
題
に
な
り

ま
す
。
こ
の
選
択
に
際
し
て
は
メ
リ
ッ

ト
だ
け
で
な
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

１
　
事
実
婚

⑴
　
役
所
に
婚
姻
届
を
出
さ
な
い
結

婚
で
す
。同
棲（
ど
う
せ
い
）と
違
う
の

は
、
二
人
が
夫
婦
で
あ
る
と
い
う
意
思

を
持
っ
て
い
て
、
周
囲
も
夫
婦
と
認
め

て
い
る
こ
と
で
す
。
二
人
は
夫
婦
と
し

て
生
活
し
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け

法
律
婚
と
同
様
な
ル
ー
ル
が
適
用
さ

れ
る
べ
き
だ
と
の
考
え
か
ら
、
同
居
の

義
務
、
扶
養
義
務
、
財
産
分
与
な
ど

は
同
じ
く
適
用
さ
れ
ま
す
。

⑵
　
事
実
婚
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
結

婚
し
て
も
姓
を
変
え
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。法
律
婚
で
は
夫
婦
同
姓
の
原

則
が
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
の
姓
を
選

ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
離
婚
の
場
合
で
も
戸
籍

の
届
出
は
し
な
い
の
で
戸
籍
に
記
録
が

残
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
二
人
と
も
一

人
っ
子
で
姓
を
変
え
る
の
を
避
け
る
た

め
の
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
相
手
の
家
族

や
親
せ
き
と
の
付
き
合
い
を
苦
手
と

す
る
場
合
に
事
実
婚
が
選
ば
れ
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
女
性
の
約
半
数

は
夫
の
実
家
の
墓
に
入
り
た
く
な
い
と

考
え
て
い
る
と
の
調
査
結
果
が
あ
り
ま

し
た
が
、
家
族
と
か
家
と
か
の
考
え
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

⑶
　
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
ま
ず
子

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
二
人
の
間
の
子

が
婚
外
子
と
さ
れ
て
母
親
の
戸
籍
に

記
載
さ
れ
る
の
で
、父
親
は
認
知
届
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は

母
親
の
み
が
親
権
者
と
な
る
の
で
、
こ

れ
を
変
更
す
る
場
合
は
家
庭
裁
判
所

の
手
続
が
必
要
で
す
。
次
に
、配
偶
者

と
し
て
の
相
続
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
互

い
に
遺
言
書
を
残
す
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、税
制
上
の
配
偶
者
の
優
遇
が

受
け
ら
れ
な
い
の
で
相
続
税
が
高
額
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、法

律
上
の
夫
婦
で
は
な
い
の
で
税
金
面
で

の
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

⑷
　
今
後
の
動
き
と
し
て
は
、
役
所
に

世
帯
変
更
届
を
出
し
て
住
民
票
に「
夫

（
未
届
）」、「
妻（
未
届
）」と
記
載
し

て
も
ら
う
制
度
の
導
入
や
、公
正
証
書

で
夫
婦
の
約
束
事
を
書
類
で
残
す
方

法
も
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
公

正
証
書
に
相
手
の
入
院
や
手
術
に
際

し
て
そ
の
手
続
を
委
ね
る
こ
と
な
ど
も

記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
役
に
立
つ
は
ず

で
す
。

２
　
外
縁（
事
実
上
の
離
婚
）

⑴
　
法
律
上
の
婚
姻
を
し
た
夫
婦
の

共
同
生
活
が
実
質
的
に
破
綻
し
て
い

る
も
の
の
法
律
上
は
離
婚
し
て
い
な

い
、
事
実
上
の
離
婚
の
状
態
を
い
い
ま

す
。
外
側（
戸
籍
）が
残
っ
て
内
側
が

な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
事
実
上
の
夫

婦
で
戸
籍
上
の
届
出
が
な
い「
内
縁
」

に
対
す
る
も
の
と
も
い
え
ま
す
。
通
常

は
す
で
に
別
居
状
態
が
大
半
で
す
が
、

家
庭
内
別
居
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
特
に
中
高
年
の
場
合
で

は
、夫
婦
の
関
係
が
破
綻
し
た
場
合
に

正
式
に
離
婚
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
し
、
精

神
的
に
も
大
き
な
影
響
が
出
ま
す
。一

方
に
再
婚
の
目
的
な
ど
が
あ
れ
ば
と

も
か
く
、
他
方
の
気
持
ち
を
無
視
し
た

突
然
の
離
婚
請
求
な
ど
は
あ
ま
り
勧

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑵
　
財
産
の
問
題

【
生
活
費（
婚
姻
費
用
）の
問
題
】

　
離
婚
で
は
婚
姻
費
用
の
分
担
義
務

（
民
法
第
７
６
０
条
）が
な
く
な
る
の

で
請
求
権
は
消
滅
し
ま
す
が
、外
縁
で

は
そ
の
義
務
は
あ
る
も
の
の
破
綻
や
別

居
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
者
の
請
求
は

信
義
に
反
し
て
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
夫
名
義
の
建
物
か
ら
の
立
ち
退
き
請

求
の
問
題
】

　
裁
判
例
で
は
、妻
に
居
住
権
を
認
め

た
も
の
や
夫
の
権
利
濫
用
を
理
由
に

請
求
を
認
め
な
い
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。

【
夫
名
義
の
建
物
の
共
有
名
義
へ
の
変

更
請
求
】

　
裁
判
例
で
は
、妻
の
寄
与
割
合
で
共

有
名
義
への
更
正
登
記
を
認
め
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。

⑶
　
不
貞
行
為

　
夫
婦
に
は
婚
姻
共
同
生
活
の
た
め

の
貞
操
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
侵
害
す
る
行
為
は
不
法
行
為

と
し
て
損
害
賠
償
責
任
が
あ
り
ま
す
。

夫
婦
の
一
方
と
第
三
者
の
共
同
責
任

で
す
。
た
だ
、す
で
に
夫
婦
関
係
が
破

綻
し
て
い
た
場
合
は
こ
の
責
任
は
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
第
三
者
が
こ
れ

を
信
じ
た
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
い

え
る
場
合
に
は
責
任
が
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
多
く
の
例
で
は
、破
綻
は
認

め
ら
れ
ず
、
た
と
え
信
じ
た
と
し
て
も

過
失
が
あ
る
と
し
て
責
任
を
認
め
た

例
が
多
い
の
が
実
態
で
す
。

⑷
　
そ
の
他

・
姓
に
つ
い
て
は
、
仮
に
一
方
の
配
偶

者
が
旧
姓
に
戻
し
た
い
と
考
え
る

な
ら
、通
称
と
し
て
旧
姓
を
使
用
す

べ
き
で
し
ょ
う
。

・
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
関
係

が
破
綻
し
て
い
る
場
合
は
配
偶
者

に
あ
た
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判

例
が
あ
り
ま
す
。

・
戸
籍
上
の
配
偶
者
は「
遺
留
分
の
あ

る
」相
続
人
と
な
る
の
で
、「
廃
除
」

の
検
討
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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専門定例無料相談日

※定例相談日が休日の場合は次週に順延予定。
　又、相談日は、都合により変更することもありますので、ご利用の際には事前
　に会議所まで電話（22−3184）をお願いします。

相 談 内 容 相　談　日 専門指導員

特 許 相 談 毎 月 第 １ 火 曜 日 弁 理 士
毎 月 第 ４ 火 曜 日 大 分 県 発 明 協 会

金 融 相 談 毎 月 第 ２ 火 曜 日 信 用 保 証 協 会
税 務 相 談 毎 月 第 １ 水 曜 日 税 理 士

労 務 相 談 毎 月 第 ２ 水 曜 日 社 会 保 険 労 務 士
毎 月 第 ４ 水 曜 日 大分働き方改革推進支援センター

事 業 承 継 相 談 奇数月第３水曜日 県事業引継ぎ支援センター
☆経営指導員による金融・税務・経理・労働・取引・その他経営に関する
　相談は常時行っています。

日
田
市
淡
窓
１
丁
目

　
弁
護
士
　
一
　
木
　
俊
　
廣

暮らしの法律相談暮らしの法律相談

事
実
婚
と
外
縁（
事
実
上
の
離
婚
）

夫
婦
の
あ
り
方
の
多
様
化

お
問
合
せ
は
…

日
田
商
工
会
議
所
　
検
定
係

℡ 

２
２

−

３
１
８
４

＊
珠
算
検
定
＊ 

 

※
敬
称
略

（
令
和
6
年
10
月
27
日
施
行
）

《
5
級
》

北
　里
　和
　夏	

（

木
薮
塾
）

稲
　垣
　
　
　知	

（

森
山
教
室
）

《
7
級
》

児
　玉
　真
　弥	

（

木
薮
塾
）

児
　玉
　樹
　璃	

（

木
薮
塾
）

匹
　田
　芽
　吹	

（
松
原
珠
算
教
室
）

穴
　井
　太
　陽	

（

森
山
教
室
）

《
8
級
》

森
　田
　陽
可
里	

（
松
原
珠
算
教
室
）

古
　賀
　奏
　多	

（
松
原
珠
算
教
室
）

神
　川
　直
　葉	

（

森
山
教
室
）

*
暗
算
検
定
*

（
令
和
6
年
10
月
27
日
施
行
）

《
4
級
》

下
馬
場
　
　
　旭	

（
松
原
珠
算
教
室
）

二次元コードで
簡単アクセス

▲

https://www.kentei.ne.jp
商工会議所検定ホームページ

詳細は 日商検定 検索

スキルのかけ算で
　キャリアアップを

目指そう!

実績は信頼へ !
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インボイス制度ってなに？
電子帳簿保存法って？

記帳はどうしたらいいの？

ＳＮＳや業務のデジタル化って
どうすればいいの？

補助金を活用して
事業展開を図りたい!

【お問合せ】　日田商工会議所　会員係　℡22－3184

日田市内で事業を営む商工業者や団体・個人入会資格 法人事業所　5口　10,000円以上
個人事業所　3口　 6,000円以上

（1口＝2,000円）
年会費商工会議所の窓口に入会申込書を用意しております。

年会費を添えてお申し込みください。
入会手続

日田商工会議所へご紹介ください !
皆さまのお近くにお悩みの方はいませんか?

創業したいけど
何から始めればいいのか

わからない…

事業承継を考えたいけど、
何からやればいいのかな？

従業員の福利厚生等の
制度ってあるの？

日田商工会議所共済係
℡ 22－3184
アクサ生命保険（株）日田分室
℡ 22－7416



　
我
が
国
の
現
在
の
平
均
寿
命
は
男

性
81
歳
、
女
性
87
歳
で
す
。
し
か
し
、

現
在
75
歳
の
人
が
こ
れ
か
ら
何
年
生

き
る
か
と
い
う
平
均
余
命
で
は
男
性

12
・
13
歳
、
女
性
15
・
74
歳
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
１
０
０
歳
の
人

が
珍
し
く
な
い
時
代
に
な
り
ま
す
。
医

学
的
に
人
間
は
１
２
０
歳
ま
で
は
長

寿
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
人
口
減
と
は
反
対
に
ま
す
ま

す
高
齢
化
社
会
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
今
後
、
長
寿
社
会
と

な
っ
て
い
っ
た
場
合
に
、
夫
婦
の
関
係

も
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
当
然
予
想
さ

れ
ま
す
。
今
で
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少

数
者
）等
が
あ
り
ま
す
が
、
婚
姻
届
け

を
し
な
い
結
婚（
事
実
婚
）や
、
戸
籍

上
で
は
夫
婦
で
あ
る
も
の
の
事
実
上
離

婚
し
て
い
る
場
合（
一
部
の
学
者
は

「
外
縁
」と
い
い
ま
す
）な
ど
の
夫
婦
が

増
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
夫
婦
の
問
題
は
婚
姻
届
け
を
し
た

「
法
律
婚
」の
夫
婦
を
基
本
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
法

律
の
定
め
る
婚
姻
と
離
婚
の
ル
ー
ル
が

適
用
さ
れ
る
の
か
否
か
が
問
題
に
な
り

ま
す
。
こ
の
選
択
に
際
し
て
は
メ
リ
ッ

ト
だ
け
で
な
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

１
　
事
実
婚

⑴
　
役
所
に
婚
姻
届
を
出
さ
な
い
結

婚
で
す
。同
棲（
ど
う
せ
い
）と
違
う
の

は
、
二
人
が
夫
婦
で
あ
る
と
い
う
意
思

を
持
っ
て
い
て
、
周
囲
も
夫
婦
と
認
め

て
い
る
こ
と
で
す
。
二
人
は
夫
婦
と
し

て
生
活
し
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け

法
律
婚
と
同
様
な
ル
ー
ル
が
適
用
さ

れ
る
べ
き
だ
と
の
考
え
か
ら
、
同
居
の

義
務
、
扶
養
義
務
、
財
産
分
与
な
ど

は
同
じ
く
適
用
さ
れ
ま
す
。

⑵
　
事
実
婚
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
結

婚
し
て
も
姓
を
変
え
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。法
律
婚
で
は
夫
婦
同
姓
の
原

則
が
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
の
姓
を
選

ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
離
婚
の
場
合
で
も
戸
籍

の
届
出
は
し
な
い
の
で
戸
籍
に
記
録
が

残
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
二
人
と
も
一

人
っ
子
で
姓
を
変
え
る
の
を
避
け
る
た

め
の
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
相
手
の
家
族

や
親
せ
き
と
の
付
き
合
い
を
苦
手
と

す
る
場
合
に
事
実
婚
が
選
ば
れ
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
女
性
の
約
半
数

は
夫
の
実
家
の
墓
に
入
り
た
く
な
い
と

考
え
て
い
る
と
の
調
査
結
果
が
あ
り
ま

し
た
が
、
家
族
と
か
家
と
か
の
考
え
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

⑶
　
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
ま
ず
子

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
二
人
の
間
の
子

が
婚
外
子
と
さ
れ
て
母
親
の
戸
籍
に

記
載
さ
れ
る
の
で
、父
親
は
認
知
届
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は

母
親
の
み
が
親
権
者
と
な
る
の
で
、
こ

れ
を
変
更
す
る
場
合
は
家
庭
裁
判
所

の
手
続
が
必
要
で
す
。
次
に
、配
偶
者

と
し
て
の
相
続
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
互

い
に
遺
言
書
を
残
す
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、税
制
上
の
配
偶
者
の
優
遇
が

受
け
ら
れ
な
い
の
で
相
続
税
が
高
額
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、法

律
上
の
夫
婦
で
は
な
い
の
で
税
金
面
で

の
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

⑷
　
今
後
の
動
き
と
し
て
は
、
役
所
に

世
帯
変
更
届
を
出
し
て
住
民
票
に「
夫

（
未
届
）」、「
妻（
未
届
）」と
記
載
し

て
も
ら
う
制
度
の
導
入
や
、公
正
証
書

で
夫
婦
の
約
束
事
を
書
類
で
残
す
方

法
も
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
公

正
証
書
に
相
手
の
入
院
や
手
術
に
際

し
て
そ
の
手
続
を
委
ね
る
こ
と
な
ど
も

記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
役
に
立
つ
は
ず

で
す
。

２
　
外
縁（
事
実
上
の
離
婚
）

⑴
　
法
律
上
の
婚
姻
を
し
た
夫
婦
の

共
同
生
活
が
実
質
的
に
破
綻
し
て
い

る
も
の
の
法
律
上
は
離
婚
し
て
い
な

い
、
事
実
上
の
離
婚
の
状
態
を
い
い
ま

す
。
外
側（
戸
籍
）が
残
っ
て
内
側
が

な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
事
実
上
の
夫

婦
で
戸
籍
上
の
届
出
が
な
い「
内
縁
」

に
対
す
る
も
の
と
も
い
え
ま
す
。
通
常

は
す
で
に
別
居
状
態
が
大
半
で
す
が
、

家
庭
内
別
居
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
特
に
中
高
年
の
場
合
で

は
、夫
婦
の
関
係
が
破
綻
し
た
場
合
に

正
式
に
離
婚
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
し
、
精

神
的
に
も
大
き
な
影
響
が
出
ま
す
。一

方
に
再
婚
の
目
的
な
ど
が
あ
れ
ば
と

も
か
く
、
他
方
の
気
持
ち
を
無
視
し
た

突
然
の
離
婚
請
求
な
ど
は
あ
ま
り
勧

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑵
　
財
産
の
問
題

【
生
活
費（
婚
姻
費
用
）の
問
題
】

　
離
婚
で
は
婚
姻
費
用
の
分
担
義
務

（
民
法
第
７
６
０
条
）が
な
く
な
る
の

で
請
求
権
は
消
滅
し
ま
す
が
、外
縁
で

は
そ
の
義
務
は
あ
る
も
の
の
破
綻
や
別

居
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
者
の
請
求
は

信
義
に
反
し
て
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
夫
名
義
の
建
物
か
ら
の
立
ち
退
き
請

求
の
問
題
】

　
裁
判
例
で
は
、妻
に
居
住
権
を
認
め

た
も
の
や
夫
の
権
利
濫
用
を
理
由
に

請
求
を
認
め
な
い
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。

【
夫
名
義
の
建
物
の
共
有
名
義
へ
の
変

更
請
求
】

　
裁
判
例
で
は
、妻
の
寄
与
割
合
で
共

有
名
義
への
更
正
登
記
を
認
め
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。

⑶
　
不
貞
行
為

　
夫
婦
に
は
婚
姻
共
同
生
活
の
た
め

の
貞
操
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
侵
害
す
る
行
為
は
不
法
行
為

と
し
て
損
害
賠
償
責
任
が
あ
り
ま
す
。

夫
婦
の
一
方
と
第
三
者
の
共
同
責
任

で
す
。
た
だ
、す
で
に
夫
婦
関
係
が
破

綻
し
て
い
た
場
合
は
こ
の
責
任
は
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
第
三
者
が
こ
れ

を
信
じ
た
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
い

え
る
場
合
に
は
責
任
が
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
多
く
の
例
で
は
、破
綻
は
認

め
ら
れ
ず
、
た
と
え
信
じ
た
と
し
て
も

過
失
が
あ
る
と
し
て
責
任
を
認
め
た

例
が
多
い
の
が
実
態
で
す
。

⑷
　
そ
の
他

・
姓
に
つ
い
て
は
、
仮
に
一
方
の
配
偶

者
が
旧
姓
に
戻
し
た
い
と
考
え
る

な
ら
、通
称
と
し
て
旧
姓
を
使
用
す

べ
き
で
し
ょ
う
。

・
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
関
係

が
破
綻
し
て
い
る
場
合
は
配
偶
者

に
あ
た
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判

例
が
あ
り
ま
す
。

・
戸
籍
上
の
配
偶
者
は「
遺
留
分
の
あ

る
」相
続
人
と
な
る
の
で
、「
廃
除
」

の
検
討
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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専門定例無料相談日

※定例相談日が休日の場合は次週に順延予定。
　又、相談日は、都合により変更することもありますので、ご利用の際には事前
　に会議所まで電話（22−3184）をお願いします。

相 談 内 容 相　談　日 専門指導員

特 許 相 談 毎月第１火曜日 弁 理 士
毎月第４火曜日 大 分 県 発 明 協 会

金 融 相 談 毎月第２火曜日 信 用 保 証 協 会
税 務 相 談 毎月第１水曜日 税 理 士

労 務 相 談 毎月第２水曜日 社 会 保 険 労 務 士
毎月第４水曜日 大分働き方改革推進支援センター

事 業 承 継 相 談 奇数月第３水曜日 県事業引継ぎ支援センター
☆経営指導員による金融・税務・経理・労働・取引・その他経営に関する
　相談は常時行っています。

日
田
市
淡
窓
１
丁
目

　
弁
護
士
　
一
　
木
　
俊
　
廣

暮らしの法律相談暮らしの法律相談

事
実
婚
と
外
縁（
事
実
上
の
離
婚
）

夫
婦
の
あ
り
方
の
多
様
化

お
問
合
せ
は
…

日
田
商
工
会
議
所
　
検
定
係

℡ 

２
２

−

３
１
８
４

＊
珠
算
検
定
＊ 

 

※
敬
称
略

（
令
和
6
年
10
月
27
日
施
行
）

《
5
級
》

北
　里
　和
　夏	

（

木
薮
塾
）

稲
　垣
　
　
　知	

（

森
山
教
室
）

《
7
級
》

児
　玉
　真
　弥	

（

木
薮
塾
）

児
　玉
　樹
　璃	

（

木
薮
塾
）

匹
　田
　芽
　吹	

（
松
原
珠
算
教
室
）

穴
　井
　太
　陽	

（

森
山
教
室
）

《
8
級
》

森
　田
　陽
可
里	

（
松
原
珠
算
教
室
）

古
　賀
　奏
　多	

（
松
原
珠
算
教
室
）

神
　川
　直
　葉	

（

森
山
教
室
）

*
暗
算
検
定
*

（
令
和
6
年
10
月
27
日
施
行
）

《
4
級
》

下
馬
場
　
　
　旭	

（
松
原
珠
算
教
室
）

二次元コードで
簡単アクセス

▲

https://www.kentei.ne.jp
商工会議所検定ホームページ

詳細は 日商検定 検索

スキルのかけ算で
　キャリアアップを

目指そう!

実績は信頼へ !
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インボイス制度ってなに？
電子帳簿保存法って？

記帳はどうしたらいいの？

ＳＮＳや業務のデジタル化って
どうすればいいの？

補助金を活用して
事業展開を図りたい!

【お問合せ】　日田商工会議所　会員係　℡22－3184

日田市内で事業を営む商工業者や団体・個人入会資格 法人事業所　5口　10,000円以上
個人事業所　3口　 6,000円以上

（1口＝2,000円）
年会費商工会議所の窓口に入会申込書を用意しております。

年会費を添えてお申し込みください。
入会手続

日田商工会議所へご紹介ください !
皆さまのお近くにお悩みの方はいませんか?

創業したいけど
何から始めればいいのか

わからない…

事業承継を考えたいけど、
何からやればいいのかな？

従業員の福利厚生等の
制度ってあるの？

日田商工会議所共済係
℡ 22－3184
アクサ生命保険（株）日田分室
℡ 22－7416



　
事
業
の
経
営
改
善
を
目
的
と
し

た
無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
金
利

の
融
資
制
度
で
す
。

　
お
申
し
込
み
に
際
し
、
当
所
で
事

前
調
査
の
上
、
審
査
会
を
月
1
回

実
施
し
、日
本
政
策
金
融
公
庫
へ
推

薦
し
ま
す
。
（
申
込
は
随
時
）

◆
融
資
対
象
者

　
従
業
員
数
が
20
人
以
下（
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
は
5
人
以
下
※
宿
泊

業
・
娯
楽
業
は
20
名
以
下
）の
事
業

所
。
（
他
に
要
件
あ
り
）

◆
融
資
額
　
２
０
０
０
万
円
以
内

◆
返
済
期
間

　
設
備
資
金
　
10
年
以
内

　
運
転
資
金
　
7
年
以
内

◆
利
率
　
1
・
6
５
%

（
令
和
6
年
12
月
1
日
現
在
）

　
11
月
1
日
よ
り
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

と
し
て
働
く
皆
様
が
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
特
定
受

託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

法
）が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　「
取
引
の
適
正
化
」
と「
就
業
環

境
の
整
備
」に
加
え
、
「
国
の
労
災

保
険
に
特
別
加
入
す
る
こ
と
が
可

能
」と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
全
国
労
働
保
険

事
務
組
合
連
合
会
で
は
、
長
年
労

働
保
険
制
度
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
を
も
と
に
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
皆

様
を
支
援
す
る
た
め
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
労
災
保
険
特
別
加
入
の
為
の

特
別
加
入
団
体
の
設
立
準
備
を
始

掲
示
板

マ
ル
経
資
金

マ
ル
経
資
金（
経
営
改
善
貸
付
）

（
経
営
改
善
貸
付
）

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
全
般
に
係
る

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
全
般
に
係
る

労
災
保
険
関
連
の
お
知
ら
せ

労
災
保
険
関
連
の
お
知
ら
せ

日
本
政
策
金
融
公
庫

日
本
政
策
金
融
公
庫

国
民
事
業
部

　金
利

国
民
事
業
部

　金
利

◆ 

マ
ル
経
金
利 

1
・
6
5 

％

◆ 

政
策
公
庫

　基
準
金
利

2
・
5
0 

％
〜
3
・
6
0 

％

◆ 

教
育
ロ
ー
ン 

2
・
3
5 

％

（
令
和
6
年
12
月
1
日
現
在
）

め
ま
す
。

○
労
働
保
険
事
務
組
合
と
は

　
労
働
保
険（
雇
用
保
険
と
労
災

保
険
の
総
称
）の
事
務
を
事
業
主
か

ら
委
託
を
受
け
て
処
理
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
認

可
を
受
け
た
中
小
事
業
主
等
の
団

体
で
す
。
全
国
各
地
の
事
業
協
同

組
合
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、

社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
な
ど
が

運
用
し
て
い
ま
す
。
約
１
４
０
万
の

事
業
場
が
労
働
保
険
事
務
組
合
に

労
働
保
険
の
事
務
委
託
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
全
国
労
働
保
険
事
務

組
合
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。）
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小規模企業共済のご案内

その他、詳細は
　 お問い合わせください。

【中小企業基盤整備機構】　℡050－5541－7171
【日田商工会議所】　　　　℡0973－22－3184

　小規模企業共済とは、中小企業基盤整備機構が
運営する国の制度であり、小規模企業の経営者が
退職後に備えて積み立てを行う、いわば「経営者
向けの退職金積立」の制度です。
◆加入対象者
● 小売、卸売、サービス業等
　従業員5人以下の企業の法人の役員、
　個人事業主及び共同経営者（2名まで）
● 農林漁業、製造業、建設業、運送業、旅館業、
　娯楽業等
　従業員20人以下の企業の法人の役員、
　個人事業主及び共同経営者（2名まで）
◆掛金
● 1,000円～ 70,000円（500円単位）
　※掛け金は全額所得控除できます。

経営セーフティ共済のご案内
　経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済）とは、中
小企業基盤整備機構が運営する国の制度であり、取
引先の事業者が倒産した際に、中小企業が連鎖倒産
や経営難に陥ることを防ぐための制度です。
◆加入対象者
● 継続して1年以上事業を行っている中小企業者

◆掛金
● 5,000円～200,000円（5,000円単位）
● 掛金は掛金総額が800万円に達するまで積立可能
　※掛け金は、法人の場合は損金、
　　個人の場合は必要経費に算入できます。
　※令和6年10月1日以降に共済契約を解除し、再度
契約（再加入）した場合、解除の日から2年を経過する
日まで必要経費または損金の額に算入できません。

◆共済金
● 無担保・無保証人で「回収困難債権額」又は、「掛金
総額の10倍（最高8,000万円）」のいずれか少ない
金額を借入れできます。

　
11
月
に
開
催
さ
れ
た
天
領
ま
つ

り
・
千
年
あ
か
り
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
屋
台
の
出
店
や「
竹
灯
篭

の
光
で
紡
ぐ
愛
と
絆
の
時
間
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
製

作
・
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
曜
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
オ
ブ

ジ
ェ
は
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
屋
台
に
も

多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
青
年
部
活
動
に
ご
興
味
の
あ
る

方
は
、
日
田
商
工
会
議
所
青
年
部

事
務
局（
℡ 

２
２

−

３
１
８
４
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　11
月
20
日
㈬
に
、
マ
リ
エ
ー
ル

オ
ー
ク
パ
イ
ン
に
て「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　会
場
は
終
始
温
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、
抽
選
会
や
楽
し
い
余
興

が
行
わ
れ
る
た
び
に
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
収
益
で
日

田
市
の
淡
窓
図
書
館
へ
本
を
寄
贈

い
た
し
ま
す
。ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

女
性
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

天
領
ま
つ
り
・
千
年
あ
か
り
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女性会
青年部

　
九
州
各
地
を
中
心
に
１
、０
０
０

社
以
上
の
食
品
メ
ー
カ
ー
等
が

集
ま
る
九
州
最
大
級
の
食
の
商

談
展
示
会
イ
ベ
ン
ト
「
フ
ー
ド
ス

タ
イ
ル
九
州
」
が
マ
リ
ン
メ
ッ
セ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
１
６
、０
０
０
人
を
超

え
る
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

を
見
せ
、
当
所
地
域
か
ら
は
11

企
業
が
出
展
し
、
業
界
関
係
者

に
対
し
て
商
談
や
各
商
品
を
積

極
的
に
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

※
出
展
に
興
味
の
あ
る
企
業
は
、
当

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

フ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
九
州

11月13日㈬〜14日㈭

　
国
道
３
８
６
号
三
郎
丸
橋
の
通

行
止
め
に
影
響
を
受
け
る
事
業
者

へ
の
支
援
策
や
、
中
津
日
田
道
路
の

早
期
開
通
に
向
け
た
要
望
な
ど
、

国
・
県
・
市
へ
積
極
的
な
意
見
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

各
行
政
機
関
へ

　

 

要
望
書
を
提
出

考
動
す
る
商
工
会
議
所

考
動
す
る
商
工
会
議
所



　
事
業
の
経
営
改
善
を
目
的
と
し

た
無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
金
利

の
融
資
制
度
で
す
。

　
お
申
し
込
み
に
際
し
、
当
所
で
事

前
調
査
の
上
、
審
査
会
を
月
1
回

実
施
し
、日
本
政
策
金
融
公
庫
へ
推

薦
し
ま
す
。
（
申
込
は
随
時
）

◆
融
資
対
象
者

　
従
業
員
数
が
20
人
以
下（
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
は
5
人
以
下
※
宿
泊

業
・
娯
楽
業
は
20
名
以
下
）の
事
業

所
。
（
他
に
要
件
あ
り
）

◆
融
資
額
　
２
０
０
０
万
円
以
内

◆
返
済
期
間

　
設
備
資
金
　
10
年
以
内

　
運
転
資
金
　
7
年
以
内

◆
利
率
　
1
・
6
５
%

（
令
和
6
年
12
月
1
日
現
在
）

　
11
月
1
日
よ
り
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

と
し
て
働
く
皆
様
が
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
特
定
受

託
事
業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

法
）が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　「
取
引
の
適
正
化
」
と「
就
業
環

境
の
整
備
」に
加
え
、
「
国
の
労
災

保
険
に
特
別
加
入
す
る
こ
と
が
可

能
」と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
全
国
労
働
保
険

事
務
組
合
連
合
会
で
は
、
長
年
労

働
保
険
制
度
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
を
も
と
に
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
皆

様
を
支
援
す
る
た
め
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
労
災
保
険
特
別
加
入
の
為
の

特
別
加
入
団
体
の
設
立
準
備
を
始

掲
示
板

マ
ル
経
資
金

マ
ル
経
資
金（
経
営
改
善
貸
付
）

（
経
営
改
善
貸
付
）

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
全
般
に
係
る

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
全
般
に
係
る

労
災
保
険
関
連
の
お
知
ら
せ

労
災
保
険
関
連
の
お
知
ら
せ

日
本
政
策
金
融
公
庫

日
本
政
策
金
融
公
庫

国
民
事
業
部
　金
利

国
民
事
業
部
　金
利

◆ 

マ
ル
経
金
利 

1
・
6
5 

％

◆ 

政
策
公
庫
　基
準
金
利

2
・
5
0 

％
〜
3
・
6
0 

％

◆ 

教
育
ロ
ー
ン 

2
・
3
5 

％

（
令
和
6
年
12
月
1
日
現
在
）

め
ま
す
。

○
労
働
保
険
事
務
組
合
と
は

　
労
働
保
険（
雇
用
保
険
と
労
災

保
険
の
総
称
）の
事
務
を
事
業
主
か

ら
委
託
を
受
け
て
処
理
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
認

可
を
受
け
た
中
小
事
業
主
等
の
団

体
で
す
。
全
国
各
地
の
事
業
協
同

組
合
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、

社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
な
ど
が

運
用
し
て
い
ま
す
。
約
１
４
０
万
の

事
業
場
が
労
働
保
険
事
務
組
合
に

労
働
保
険
の
事
務
委
託
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
全
国
労
働
保
険
事
務

組
合
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。）
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小規模企業共済のご案内

その他、詳細は
　 お問い合わせください。

【中小企業基盤整備機構】　℡050－5541－7171
【日田商工会議所】　　　　℡0973－22－3184

　小規模企業共済とは、中小企業基盤整備機構が
運営する国の制度であり、小規模企業の経営者が
退職後に備えて積み立てを行う、いわば「経営者
向けの退職金積立」の制度です。
◆加入対象者
● 小売、卸売、サービス業等
　従業員5人以下の企業の法人の役員、
　個人事業主及び共同経営者（2名まで）
● 農林漁業、製造業、建設業、運送業、旅館業、
　娯楽業等
　従業員20人以下の企業の法人の役員、
　個人事業主及び共同経営者（2名まで）
◆掛金
● 1,000円～ 70,000円（500円単位）
　※掛け金は全額所得控除できます。

経営セーフティ共済のご案内
　経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済）とは、中
小企業基盤整備機構が運営する国の制度であり、取
引先の事業者が倒産した際に、中小企業が連鎖倒産
や経営難に陥ることを防ぐための制度です。
◆加入対象者
● 継続して1年以上事業を行っている中小企業者

◆掛金
● 5,000円～200,000円（5,000円単位）
● 掛金は掛金総額が800万円に達するまで積立可能
　※掛け金は、法人の場合は損金、
　　個人の場合は必要経費に算入できます。
　※令和6年10月1日以降に共済契約を解除し、再度
契約（再加入）した場合、解除の日から2年を経過する
日まで必要経費または損金の額に算入できません。

◆共済金
● 無担保・無保証人で「回収困難債権額」又は、「掛金
総額の10倍（最高8,000万円）」のいずれか少ない
金額を借入れできます。

　
11
月
に
開
催
さ
れ
た
天
領
ま
つ

り
・
千
年
あ
か
り
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
屋
台
の
出
店
や「
竹
灯
篭

の
光
で
紡
ぐ
愛
と
絆
の
時
間
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
製

作
・
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
曜
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
オ
ブ

ジ
ェ
は
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
屋
台
に
も

多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
青
年
部
活
動
に
ご
興
味
の
あ
る

方
は
、
日
田
商
工
会
議
所
青
年
部

事
務
局（
℡ 

２
２

−

３
１
８
４
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　11
月
20
日
㈬
に
、
マ
リ
エ
ー
ル

オ
ー
ク
パ
イ
ン
に
て「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　会
場
は
終
始
温
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、
抽
選
会
や
楽
し
い
余
興

が
行
わ
れ
る
た
び
に
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
収
益
で
日

田
市
の
淡
窓
図
書
館
へ
本
を
寄
贈

い
た
し
ま
す
。ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

女
性
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

天
領
ま
つ
り
・
千
年
あ
か
り

第366号（7） 令和7年1月1日 日田商工会議所ニュース

女性会
青年部

　
九
州
各
地
を
中
心
に
１
、０
０
０

社
以
上
の
食
品
メ
ー
カ
ー
等
が

集
ま
る
九
州
最
大
級
の
食
の
商

談
展
示
会
イ
ベ
ン
ト
「
フ
ー
ド
ス

タ
イ
ル
九
州
」
が
マ
リ
ン
メ
ッ
セ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
１
６
、０
０
０
人
を
超

え
る
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

を
見
せ
、
当
所
地
域
か
ら
は
11

企
業
が
出
展
し
、
業
界
関
係
者

に
対
し
て
商
談
や
各
商
品
を
積

極
的
に
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

※
出
展
に
興
味
の
あ
る
企
業
は
、
当

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

フ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
九
州

11月13日㈬〜14日㈭

　
国
道
３
８
６
号
三
郎
丸
橋
の
通

行
止
め
に
影
響
を
受
け
る
事
業
者

へ
の
支
援
策
や
、
中
津
日
田
道
路
の

早
期
開
通
に
向
け
た
要
望
な
ど
、

国
・
県
・
市
へ
積
極
的
な
意
見
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

各
行
政
機
関
へ

　

 
要
望
書
を
提
出

考
動
す
る
商
工
会
議
所

考
動
す
る
商
工
会
議
所
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想夫恋焼専門の店

ホームページ／http://www.sofuren.com

本店／大分県日田市若宮町416－1
　　　TEL 0973－24－3188

社
用
車
の
所
有
コ
ス
ト
と

管
理
の
手
間
、

ど
ち
ら
も
ぐ
っ
と
、

軽
く
し
ま
す
。

大
分
リ
ー
ス
の
、

オ
ー
ト
リ
ー
ス
。

日田営業所　〒877－0015　日田市中央1－1－24

所長上田　秀一 TEL0973－22－0021　FAX0973－22－2593
ロフティ日田駅前テリオ2階

個人事業者の確定申告相談のお知らせ

確定申告はマイナンバーカード × e-Taxでさらに便利!

　日田商工会議所では南九州税理士会日田支部
のご協力のもと、個人事業者を対象とした決算
書の作成指導により、自主申告・納税に向けた
正確な記帳や決算・申告手続きについてアドバ
イスをしています。確定申告についてお困りの
際はお気軽にご相談ください。

◆記帳指導
個人事業者の方を対象に、複式簿記による記帳の
相談指導を行っています。

◆決算・申告指導
個人事業主の方を対象に、所得税・消費税の確定
申告に関するアドバイスをしています。

◆コンピュータによる記帳機械化
機械化による記帳代行を行っています。（記帳
時間が取れない方や記帳・仕訳がわからない方、
経営実態を正確に把握したい方にお勧めです）
※要件あり

お問い合わせ先　　日田商工会議所　中小企業相談所　℡２２－３１８４

主なサービス

こんな人におすすめ
●開業したばかりで記帳の仕方がわからない。
●青色申告の特別控除を受けたい。
●仕訳に自信がない。　など


